
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校探検のとき、いろいろな先生がいることに気付き、先生方と仲良くしたいという思い

をもちました。子どもたちは、「人・人たんけん」と名付けて、先生方の名前と仕事を調べ

るためにインタビューに出かけました。最後に、初めて話す先生に握手をしてもらいまし

た。その後は、いろいろな先生方に自分から声をかけることができるようになりました。 

入学して少し学校に慣れた頃、『１年生を迎える会』がありました。自分の名前とがん

ばりたいことを大きな声で発表しました。「体育をがんばりたい」「いい姿勢で勉強したい」

と、自分なりの目標を全校に伝えました。上級生の楽しい出し物の発表に、子どもたちは

「楽しかった」「うれしかった」と感想を述べました。 

５月、アサガオの種を蒔きました。子どもたちは、アサガオがどのように変化しているのか

楽しみに登校し、水やりなどの世話をしました。「芽が出た」「葉っぱが出た」と、発芽を喜び、

毎日の変化を楽しみました。６月末頃から、花が咲き始め、「昨日、つぼみだったから今日咲い

た」「ぼくの好きな色の花だ」「大きな花だよ」と喜びの声をあげました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体育の授業では、輪くぐりをしたり、だるま浮きや伏し浮きをしたりして、水の中での

体の動かし方を学びました。大人気だったのは、宝探しと流れるプールづくりです。また、

着衣水泳では、水の事故から身を守る方法を講師の方に教えていただきました。流れに逆

らって動くことの難しさや服を着ていると体が重くなってしまうことなどを体験して、そ

こから水の事故に遭遇したときの対応方法について学びました。 

音楽の授業では、「ぶんぶんぶん」や「しろくまのジェンヵ」など、リズムパターンを

手拍子で打ったり、体の動きで表したりしました。じゃんけん列車をすることが大好き

で、「ジェンヵ」の曲に合わせて、みんなで踊りました。また、「タン」「タタ」「ウン」の

リズム打ちを覚え、自分だけのリズムをつくって、リズム打ちも楽しみました。 

「おおきなかぶ」の物語文を読みました。なかなか抜けない「かぶ」を、登場人物が力を

合わせて抜こうとします。「けれども」「それでも」「やっぱり」「まだまだ」などの言葉で、

「かぶ」が抜けないことを表すことの面白さを学びました。 

最後にグループで音読劇をしました。どの子も、自分の役を音読しながら、アドリブも入

れて演技をしました。チームごとに工夫を凝らした演技になりました。 


